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とが分かった （ ）。 1
型式については、基本的には時期を 段階に分け3
た順に、無堤有溝式―有堤式―無堤無溝式という
流れになっている （ ）脚台部に関しては、初期。 2
の透しは数が多く、大きさも大きく穿たれている
が、時代を追って少なくなっていき、Ⅴ期以降に

















になる （ ）全体的には、初期の資料は大型で重。 5
厚感のある秀品が多いが、Ⅳ期代から小型で薄手
作りの資料が出現し、Ⅴ期以降になると器形や作
工が当時の日常容器と同じになっていく。以上の
ような流れの中でも、加賀北部～越中西部では、
初期から様々な型式が作られたり、特殊な透しや
形態が存在したりと、北陸内でも先行的で、製作
の中心地であったと思われる。そしてこれらの流
れ・特徴を、北陸における円面硯の形態的特性と
考えた。一方で、各部の特徴が悉く越中以西と異
なった越後・佐渡においては、同じ北陸地域では
あるが、円面硯の製作に関しては東国の影響を受
けていたと指摘した。また若狭国においては、資
。料数が 点のために考察の対象にはできなかった1
施無畏印の起源に関する一考察
山本明仁
仏教彫刻の特徴の一つに仏像がその意思を表
すときに持物ではなく身振りでその意思を表現
するというものがあり、これは印相と呼ばれて
いる。その中でも右手の掌を胸の前に掲げる仕
草は施無畏印と呼ばれ仏陀の取る最も典型的な
印相の一つとして仏像誕生直後からよく用いら
れる印相であった。
このような仕草が仏陀の取る仕草の主要なも
のの一つになったからには、この右手を掲げる
仕草が当時何らかの重要な意味を持っていたと
考えられる。
西アジアに目をむけてみると、パルティアや
アケメネス朝でも同様の右手を掲げる仕草が多
く見られる。このことは仏像の成立過程から言
っても仏陀の施無畏印に何らかの影響を及ぼし
たと推測できる。また西アジアを眺める際にさ
らに古代オリエントにも目を向けてみると、同
様に古代オリエントにおいても右手を掲げる仕
草があることがわかる。さらに、古代オリエン
トにおける右手を掲げる仕草はアケメネス朝に
おいてアフラマズダーが乗り王権神授を行って
いた有翼円盤と共に多くあらわされている。こ
れらのことから施無畏印の起源は西アジアさら
には古代オリエントにおける有翼円盤に付随す
